
レポート
令和元年度上期の業績について

2019.4.1→ 9.30

笑顔と笑顔のおつきあい

レポート
令和元年度上期の業績について

2019.4.1→ 9.30

笑顔と笑顔のおつきあい



お客さま
会員の皆さま

呉信用金庫は、地域と
ともに、持続的な発展を
目指しています。

呉信用金庫は、地域と
ともに、持続的な発展を
目指しています。

地域貢献
活動

各種金融
サービス

貸出金以外
の運用

貸出金

出資金

預金積金

呉信用金庫

会員数：
63,265名

有価証券：2,169億円
    預け金：1,950億円

4,132億円

　　常勤役職員数：614名　
〔グループ役職員数（※）：800名〕

※非正規職員を含む
店舗数：43店舗

29億円

7,398億円

お客さまの着実な資産づくり
のお手伝いをさせていただ
くため、新商品の開発やサー
ビスの一層の充実に努めて
おります。

お客さまからお預りした資金
の一部は、公社債を中心とし
た有価証券などで、安全性を
重視した運用を行っています。お客さまからお預りした大切

な資金は、地域の中小企業や
個人の方へ融資し幅広くご利
用いただいています。

　当金庫は、広島県全域を営業地域として、地域のお客さまからお預りした大切な資金を、地域で資金を必要とさ
れるお客さまに融資することを通じて地域社会の繁栄に努めています。引き続き、地域の一員として、皆さまと強い
つながりを持ち、相互信頼・支援の関係をつくり上げ、皆さまのお役に立ちたいと考えています。

（注）計数は令和元年9月末現在のものです。本 店

呉信用金庫と地域社会



預金積金の状況

貸出金の状況

地域の多くの方々から大切な資金をお預りしています

地域のお客さまに幅広くご利用いただいています

損益の状況

不良債権の状況

お客さま第一主義の経営に徹し、安定した収益を確保しています

高い保全率、自己資本によるカバーで健全性に問題ございません

12.17％

国内基準の４％を大きく
上回る高い水準です。

有価証券残高 預け金残高

令和元年度上期の業績

預金積金残高 預金者別残高構成比

貸出金残高 貸出金業種別残高構成比

　令和元年9月末
時価　　　 評価差額

有価証券・預け金残高 有価証券の時価情報

その他有価証券で時価のあるもの

区　　分

国　　債
地 方 債
社　　債
株　　式
外国証券
そ の 他
合　　計

4,132
91,167
77,562
1,921
19,824
20,721
215,329

356
2,113
1,602
119
421
45

4,659

　令和元年9月末
帳簿価格　　含み損益

満期保有目的の債券で時価のあるもの

区　　分

満期保有目的債券 399 8

480

0 0

9.00

8.00

7.00

13.00

12.00

11.00

10.00

経常収益 実質業務純益

（単位：億円）

自己資本の額及び自己資本比率

不良債権額及び不良債権比率

12.4512.58

金融再生法に基づく開示債権

自己資本の構成

保全額及び保全率

　　　　 区　　分
金融再生法上の不良債権
　　破産更生債権及びこれらに準ずる債権
　　危険債権
　　要管理債権
正常債権
　　合計（総与信）

令和元年9月末
　　  

区　　分

コア資本に係る基礎項目

　　うち普通出資

　　うち利益剰余金

　　うち一般貸倒引当金

コア資本に係る調整項目

自己資本の額

リスク・アセット等

自己資本比率

47,022

2,927

42,187

1,081

534

46,487

381,840

12.17%

　

（単位：百万円）

（単位：百万円）

令和元年9月末
17,070
13,579
79.54%
414,076
4.12%

　　　　 区　　分  
不良債権額（Ａ）  
保全額（Ｂ）  
保全率（Ｂ）÷（Ａ）  
総与信（Ｃ）  
不良債権比率（Ａ）÷（Ｃ）  
（注）総与信＝正常債権＋不良債権  

（単位：百万円）

（単位：％）

4.504.52

461
462

預金の約80％を個人のお客さまから　
お預かりしています。

個人の方をはじめ、様々な業種のお客さま
に幅広くご利用いただいています。

（注）信用金庫においては中間決算が義務づけられていないため、この半期ディスクロージャーは当金庫が自主的に開示するものです。
　　従って本誌に掲載している計数は、会計監査人の監査を受けておりません。
　　実質業務純益とは、信用金庫本来の事業活動によって獲得した利益を表す｢業務純益｣に｢一般貸倒引当金繰入額｣を加えたものです。

（単位：百万円）

（単位：百万円）

５億円50億円 当期純利益 億円３

4.12％

78億円増加
上半期で

億円増加

前年同月比で

79％は引当金や担
保、保証等により
保全され、21％は
自己資本で十分カ
バーしており、健全
性に問題はござい
ません。

２

自己資本の状況 国内基準を大きく上回る自己資本比率を維持しています

464億円

令和元年9月末
17,070
2,875
12,732
1,462

397,005
414,076

有価証券・預け金の状況 安全性を重視して運用しています
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7,1127,251

7,500
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上半期で

億円増加
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3,963 4,119億円4,081

1,780

2,183

1,834

2,246 2,169億円

1,950億円

比較的リスクの低い
国内債券が中心

信金中央金庫（信用
金庫の中央機関）
への預け金が中心

平成30年9月末 平成31年3月末 令和元年9月末

平成30年9月末 平成31年3月末 令和元年9月末

平成30年9月末 平成31年3月末 令和元年9月末

平成30年9月末 平成31年3月末 令和元年9月末

金融機関
0.1％

公金
3.9％

個人
79.5％

一般法人
16.3％

個人
33.6％

不動産業
18.8％製造業

9.1％

サービス業
8.7％

卸・小売業
6.3％

地方公共団体
10.1%運輸・郵便業

5.8％

建設業
4.6%

その他
2.5％
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インフォメーション

　昨今金融犯罪が巧妙化し、お客さまをATMコーナー
へ誘導し現金を引き出させる事案が多発しています。
このことを受け、当金庫では広島県警察の協力の下、
ATMコーナーでご利用いただいている大きめの現金封
筒を平成31年 4月1日㈪から金融犯罪への注意喚起
を促すデザインに変更しました。
　今後も、金融犯罪の未然防止に積極的に取組んでま
いります。

金融犯罪防止のため現金封筒のデザインを変更しました

　令和元年6月10日㈪、三原支店を新築移転オープンしました。
　新店舗は、「お客さまが気軽にご利用でき、また来店したいと思っていただけるような心地良い店舗」をコンセプトとして
デザインしています。店舗にはセミナー室や全自動貸金庫を備えるとともに、日曜日に営業を行うローンセンターを併設し
ています。今後も地域のお客さまにお役に立てるよう、サービス向上に努めてまいります。

　当金庫では、平成30年 7月に発生した西日本豪雨災害の教訓を活かし、将来の災害に備え、東部地区店舗への給水拠点
とする「防災井戸」を、平成31年 3月、安芸津支店駐車場内に設置しました。
　また、令和元年7月2日㈫、大規模災害等が発生した場合に、地域の皆さまにも広くご利用いただけるよう、東広島市と「災
害時協力井戸に関する協定書」を締結しました。今後も官民一体となって、災害発生時の相互支援体制を構築してまいります。

三原支店を
新築移転オープンしました

東広島市と「災害時協力井戸に
関する協定書」を締結しました

▲「金融犯罪への注意を呼び掛けるキャンペーン」の様子
▲現金封筒デザイン



笑顔と笑顔のおつきあい

〒737-8686　呉市本通2丁目2 -15　電話（0823）24 -1181

令和元年11月発行 　〔本紙は再生紙を使用しています〕

地域行事・イベント

社会的貢献活動・金融教育

地域経済活性化への取組み・文化振興

地域貢献への取組み

第25回くれしんU－12サッカー大会開催 第24回くれしんママさんバレーボール大会開催第62回呉みなと祭に参加

中学生職場体験学習生の受け入れ 「くれしんキッズセミナー」開催献血への協力

クラウドファンディングセミナー開催 第23回くれしん文化講演会開催「くれしんNEWリーダーズクラブ」経営セミナー開催

販路拡大・人材確保・従業員への福利厚生・ホームページ作成
業務効率化など、経営をトータルでサポートするWebプラットフォーム


